
 
東日本大震災 7 周年シンポジウム「地域社会に開かれた災害研を目指して—地域ニーズに

基づいた実践的研究の蓄積・展開・社会実装－」を開催しました（2018/3/11） 
 
テーマ：東日本大震災、地域ニーズ、社会実装、7 周年 

場所：災害科学国際研究所多目的ホール 

 
3 月１1 日（日）、災害科学国際研究所多目的ホールにおいて、災害科学国際研究所主催の   

東日本大震災 7 周年シンポジウム「地域社会に開かれた災害研を目指して—地域ニーズに基づい

た実践的研究の蓄積・展開・社会実装－」を開催しました。当日は、横浜サイエンスフロン    

ティア高校の高校生約 20 名を含み、135 名の出席者となりました。 

今回のシンポジウムでは、第 1 部として、河北新報社の武田真一防災・教育室長より、「被災地

に求められる震災伝承と防災発信、研究の方向性～災害研との関わりの中から見えてきたこと～」

と題した招待講演が行われました。特に、所外・学外の関係者のヒアリングに基づいた災害研に

対する「プラスの評価」と「マイナス評価」の報告があり、一定の評価がある一方で社会からの

期待の大きさを再確認することになりました。 

第 2 部では、災害研の若手研究者 4 名による研究発表があり、来場者との間での質疑応答も   

行われ、最新の研究成果の社会発信ができました。 

第 3 部のパネルディスカッションでは、さまざまな分野のパネリストから震災復興に関する 

地域ニーズについてご発表頂き、被災地の「いま」を共有するとともに、被災地において残され

た課題や新しい課題の解決に向けた災害研の役割や期待について、丸谷浩明教授（人間・社会  

対応研究部門、総合減災プロジェクトエリア）がコーディネータとなって議論が展開されました。

被災地をはじめとした地域に根差した実践的研究・復興支援の今後の展開と、世界への発信に  

ついて、所員全員が多くのことを考える貴重な機会となりました。 

    

受付風景    今村文彦所長の挨拶  武田真一氏による講演  シンポジウム会場 

    

岡田真介助教     佐藤翔輔准教授    佐々木宏之助教   マリ エリザベス助教 

    

パネルディスカッションの様子 

文責：佐藤健（情報管理・社会連携部門） 

（次ページへつづく） 



 

    

シンポジウム会場   国際復興支援プラットフォーム等の展示物   伊藤副所長の挨拶 

 

 

 


